
令和７年度 自己点検・自己評価 学校間評価 総評 

 

1． 高い教育水準と国家試験合格・就職実績の維持 

貴校は「人々の生命と個々の人格を尊重し、豊かな人間性を養う」という教育目標のも

と、国立病院機構のネットワークを活かした質の高い看護師養成を実践されています。 

１） 国家試験合格に向けた支援：学年ごとの模擬試験実施や ICT ツール（メディリン

ク）を活用した日々の学習支援など、体系的な指導体制が確立されています。既卒者

への継続的な支援も含め、資格取得に対する強い責任感が伺えます。 

２） 確かな進路実績：今年度の就職内定率 97％のうち、76.5%がNHO、79.4%が栃木

県内への就職となっており、地域および組織のニーズに応える人材を確実に輩出され

ています。 

２．戦略的な学生確保と広報活動の展開 

  18 歳人口の減少という厳しい環境下において、定員確保に向けた迅速かつ多角的な取

組を実践されています。 

１） 入試制度の柔軟な刷新：試験開始時期を 7月に早め、計 7回の試験回数の実施や、

単願入試の新設や試験科目の選択制導入など、受験生のニーズに合わせた迅速な見直

しが奏功し、最終的に 45名の学生確保に至った点は高く評価されます。 

２） ハイブリッド形式での進路指導教諭向け説明会の実施等、地道かつ戦略的な広報活

動が受験生増に結びついています。 

３．組織的な教員能力の向上と業務改善 

  教育の質を担保するための、教員自身の研鑽と勤務環境整備についても積極的に取り 

組まれています。 

１） FD活動の推進：研究授業の実施や共通カリキュラムの評価を通じ、教授法の改善

に組織的に取り組まれています。 

２） 健全な職場環境への意識：超過勤務の削減や休暇取得の目標設定など、教員のワー

クライフバランスを重視した業務改善の姿勢は、持続可能な学校運営において非常

に重要です。 

4． 今後のさらなる発展に向けた期待 

  自己評価で示された課題についても、既に具体的な改善策が示されており、着実な進

展が期待されます。 

１） ICT活用の深化：SNSの本格運用や、災害時安否確認システムの検討など、情報化

による業務効率化と安全性向上のさらなる推進を期待します。 

 ２） 研究活動の充実：外部アドバイザーの活用により、教員の研究活動がより深化し、

その成果が学生への教育に還元されることを期待します。 

 

貴校が今後も栃木県における看護教育の拠点として、さらなる飛躍を遂げられることを期

待します。 

評価校：高崎総合医療センター附属高崎看護学校 


